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鳥取県多里地域の地質とクロム鉄鉱床
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　　　The　Tari　district　is　located　at80km　northwest　of　Okayama　city・Geologically　this　dis－

trict　is　composed　of　the　Sangun　metamorphic　rocks，Paleozoic　sediments，Ultrabasic　rocks，a

Cretaceous　volcanic　fbrmation，granitic　rocks　and　Neogene　sediments．

　　　The　ultrabasicrocks　are　almost　changed　intoserpentinite，These　serpentinite　masses　were

probably　thrust　up　into　the　Paleozoic　sediments　in　late　Paleozoic　or　early　Mesozoic　age，The

masses　were　overlain　by　an　upper　Cretaceous　volcanicfbrmation．Geological　andpetrographical

analyses　show　that　the　serpentinite　masses　are　originally　composed　ofdunite－and　harzburgite－

layers　which　generally　dip　towards　the　south，

　　　Thechromite　ore－bodies　are　d，istributed，in　the　serpentinite　masses　a．nd　alI　ofthe　ore－bod－

ies．in　this　area　are　fbund　in　a免w　limited　stratigraphicaユhorizons　ofthe　dunite　layers。

　　　Fromthe飯ct，itisconcluded　that　thechromitedepositsinthis　areawereessentiallyfbrm－

ed　at　the　same　time　when　the　layers　ofthe　ultrabasic　masses　were　fbrmed。

無

要　　旨

　表題地域には，三郡変成岩・古生層・蛇紋岩・白亜紀

火山岩層・花闘岩類・新第三系が分布する．これらの層

序関係を明らかにし，当地域の地質図を作成した．ま

た，クロム鉄鉱床を胚胎する蛇紋岩の原岩を可能なかぎ

り復原し，以下の結果を得た．蛇紋岩体は初生的にはダ

ナイトとハルツバージャイトの累層から構成されてい

る．クロム鉄鉱床の多数の鉱体はダナイト層中の2，3

の層準に集中して分布している．したがって，クロム鉄

鉱床はダナイト・ハルツバージャイト累層生成時に形成

されたと結論される．

1．はじめに

　中国地方の脊りょう地域には超塩基性岩体が比較的集

中して分布し，その岩体の一部はクロム鉄鉱床を胚胎し

ている．本地域のクロム鉄鉱床は，わが国で最も古く

（明治30年代）から開発され，その鉱石生産量は年問

23，000t（1975年，Cr20333wt・％）で，全国生産量の

95％を占めている．そのため，その地質・鉱床および鉱

物組成について古くから多数の研究結果が公表されてい

＊鉱　床部
＊＊中国出張所

る．

　このうちクロム鉄鉱床の成因に関しては，熱水溶液説

（石川，19401番場，19501山田，19621森田ら，1976），

クロム溶融体貫入説（北原，1958，1960）および熱水期

再生説（番場，1963）がある．これらの成因論はすべて

主として鉱体内部または鉱体近接地域の研究結果から導

かれている．

　当地域の超塩基性岩類は著しく蛇紋岩化しているた

め，クロム鉄鉱床とその母岩である超塩基性岩体の内部

構造との関係については，従来全く検討されなかった．

筆者らのうち，神谷・東元は鳥取県庁の要請により，日野

上鉱山周辺地区の資源調査を行った際，同地区のクロム

鉄鉱の鉱体群は稲積超塩基性岩体中のある特定のゾーン

に集中し，その分布は岩体の内部構造とほぽ調和してい

ることをみいだした（神谷・東元，1971）．そこで筆者ら

は，両者の分布関係の解明を目的に，第1図にしめした

やや広域の野外調査を1971－1974年に行い，可能なかぎり

蛇紋岩の原岩復原をこころみた．その結果，超塩基性岩

体の内部構造とクロム鉄鉱床の分布にっいて一つの規則

性をみいだし，従来の成因論に疑問をもつにいたった．

　本報告では鉱床周辺地域の地質および超塩基性岩体の

内部構造とクロム鉄鉱床の賦存状態との関係について記

述する．地質に関しては出立川以西を主に平野が，他は
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東元・神谷が分担しまとめた．地表地質調査には，日南

町森林基本図（1／5，000），目野上鉱山地形図（1／5，000）

および当所作成の1／5，000航測図を使用し，結果を1／

10，000航測図にまとめた。

2．地質概説

本地域の地質は，三郡変成岩類・弱変成古生層・超塩

基性岩・白亜紀火山岩層・道後山花腐閃緑岩・花闘斑岩

・第三紀層などからなり，岩脈としてハンレイ岩・珊岩

・玄武岩がみられる．本地域の層序表を第1表に，地質

図・地質断面図を第1図にしめした．

　2・1　三郡変成岩類

　三郡変成岩類は本地域北部に東西に細長く分布し，白

亜紀火山岩層に不整合におおわれる．弱変成古生層とは

東西性の断層で接している．この断層に沿って超塩基性

岩体（蛇紋岩体）が分布し，同岩体と三郡変成岩類との

間には断層角礫がみられる．

本地域の三郡変成岩類は走向ほぼE－W，傾斜50－80。S

で，主に黒色千枚岩と緑色千枚岩とからなり，珪質千枚

岩の薄層をはさむ．

黒色千枚岩は片状・細粒の岩石で，石英・白色雲母・

曹長石・緑泥石および石墨からなる．曹長石は，石英・

白色雲母とともに細粒基地（平均粒径0・05m皿）を構成

するものと，径0・2－0・3mmの斑状変晶をなすものとが

ある．この斑状変晶は肉眼ではわかりにくいが，鏡下で

は容易に判別でき，本地域の黒色千枚岩の特色をなす．

なお，本地域の北方の日南町萩原から下多田にかけての

地域には本地域のものと同様な千枚岩類が分布し，見か

け上その下位に径2－6mmの曹長石点紋をもつ黒色片岩

が分布する．その黒色片岩は，本地域の黒色千枚岩と比

較すると，構成鉱物の粒度は粗く，片状構造もより顕著

である．しかし，共に曹長石の斑状変晶をもつので，両

者の変成条件は類似していると考えられる．

緑色千枚岩は片状・細粒の岩石で，アクチノ閃石・緑

泥石・曹長石・緑レン石・スフェン・石英などからな

る．一部に径0・1－0・3mmのアクチノ閃石結晶からなる

縞がみとめられるが，一般に再結晶は弱い．

珪質千枚岩は主として細粒の石英と白色雲母からな
る．

　これらの千枚岩類は今村（1959）および鳥取県（1966）

が目南地域の三郡変成岩類の上部層としたものに相当す

る．宮川（1961）は目南地域の千枚岩類を弱変成古生層

の下部層としたが，千枚岩類は著しい片状構造と曹長

石，斑状変晶の存在の点で弱変成古生層と著しく相違す

る．また，その走向・傾斜は弱変成古生層とは斜交する

が結晶片岩類とは調和的である．そこで，筆者らは本地

域の千枚岩類を三郡変成岩類に含めた．

　2・2弱変成古生麟

　本層は頁岩・砂岩・チャート・塩基性火山岩・石灰岩

などからなり，当地域の北部一帯に広く分布する．ま

た，南部にも断片的に分布する．

　北部古生層：全層厚は約1，3000m（第2図）・下部は主

に赤色の縞状チャートからなり，赤紫色塩基性火山岩・

黒灰色頁岩・砂岩をともなう．一部の縞状チャート層の

上位には，灰色・無化石のレンズ状石灰岩が存在する．

上部はフリッシュ型堆積物で，主に黒灰色頁岩からな

　第1表　鳥取県多里地域の層序
Stratigraphic　column　ofthe　Tari　district．

Age Sedimentati　on　　　　　　　　　　　　Igneous　acti　vi　ty

あ
～
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○
『
一
一
忘
①
↑

PI　iocene

Miocene

Ollgocene

Eocene

Paleocene

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Basalt

Ta凶Formatlon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Porphyrite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Granodio門te

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Granite－porphyry

Volcanic　forma七ion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gabbro

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ultrabasi　c　rocks

Paleozoic　rocks　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

Originalr。cks・f　　　　？
Sangun　metamoγ’phi　c　　　　　　　　　　　　　　　l

rocks　　　　　　　　　　　　　　　　壱

Cretaceous

Jurassic

Triass璽c

Permian

Carboni　ferous
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　　第1図　多里地域の地質図および断面図

Geological　map　and　cross－section　of　the　Tari　district．
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　　第2図　多里地域の古生層の柱状図

　Columnar　section　ofthe　Paleozoic　rocks．

り，石灰質砂岩および赤褐色・暗緑色塩基性火山岩類を

ともなう．また，一部に酸性火成岩の円礫を含む礫岩が

みられる．砂岩は一般に頁岩と1－30cmの厚さのリズミ

ックな互層をなす．砂岩中には級化成層構造がよくみと

められ（Plate1－1），観察したすべての地点でnormal

gr翫dingであることが確認された（第3図）・

化石は未発見であるが，岩相からその時代は二畳一石

炭紀といわれている（今村，1959）・

本古生層の構造は湯河付近の蛇紋岩体（湯河岩体）を

境としてそれより南東では一般走向NE－SWでSEに

傾斜する単斜構造である．湯河岩体より北西では一般走

向NE－SWでNWに傾斜してV・る．

本層は珊岩岩脈および花醐閃緑岩に貫入され，花崩閃

緑岩体の周囲約1km以内の古生層には，熱変成作用に

より黒雲母が生じている．

　南部の古生層：本層は主として黒色頁岩からなり，チ

ャート・塩基性火山岩をともなう．東西性の急角度の断

層に境されて，超塩基性岩体とサンドイッチ構造をなし

ている．一般走向はE－W，傾斜はNまたはSで一定しな

い．本層は花嵩斑岩による熱変成作用を受けている．

　2．3ハンレイ岩類

　本岩類の産状は湯河部落付近の古生層中の貫入岩体，

稲積山の蛇紋岩体と古生層の境界付近の貫入岩体および

蛇紋岩体中の不規則な小貫入岩体の3者にわけられる．

　古生層中および稲積山の蛇紋岩体と古生層の境界付近

に貫入したハンレイ岩類は主に塊状・粗粒・暗緑色の岩

石からなる．湯河部落付近のものはNW－SE方向に伸び

る幅約100mの岩脈として産する．稲積山北西部の粗粒

）．，鑛諺曙繋

　　　彦野／ゾ∀■γ
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翫戟二免冴！ノノ

野喜冬鴎，
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　 蚕羅

、　　、

　．イ　　　藁
　　　　　　　＼
　　　　r一　　　魅、一←
　　　　　イ　　　、一”鞠隔
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　　　承

1
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イ2
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嵐一一／

1，Bedding　Plane　or　bedding　schistos毫ty32，Bedding　Plane　observed　normal　grading　at　the　exposure。

　　　　　　　第3図　古生層と三郡変成岩の構造図

　Structural　map　ofthe　Paleozoic　rocks　and　the　Sangun　metamorphic　rocks．
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ハンレイ岩は厚さ約20mのシートとして蛇紋岩体と古生

層の境界に貫入している．両者の粗粒ハンレイ岩の構成

鉱物は，主として壁開の発達した単斜輝石とソーシュー

ル石化した斜長石とからなる．単斜輝石は屈曲形をしめ

し，その外側にしばしば淡緑色角閃石をともなう．

　蛇紋岩体中のハンレイ岩類は，塊状・細粒の岩石で，

主としてソーシュル石化した斜長石と角閃石からなり，

単斜輝石をともなう．このハンレイ岩類はしばしば根な

しの岩体として蛇紋岩体中に産するため，かつて蛇紋岩

中の捕獲岩と思われたことがあった．しかしこれら岩体

のほとんどは急冷周縁相をもつので不規則貫入岩脈と考

えられる．これらの細粒ハンレイ岩類は不規則なダ円体

状をなし，同様に蛇紋岩中に貫入している紛岩の板状岩

脈（Plate1－2）とは，貫入形態が著しく対照的である．

　細粒のハンレイ岩類は古生層分布地域にはほとんどみ

られないため，その貫入時期は蛇紋岩体移動前と考えら

れる．粗粒ハンレイ岩は蛇紋岩体の移動とほぼ同じ時期

に貫入したと考えられる．

　2・4　白亜紀火山岩騒

　白亜紀火山岩層は本地域北部，西部および道後山南方

に分布している．

　本地域北部に分布するものは三郡変成岩類および超塩

基性岩類を不整合におおい，花闇閃緑岩に貫かれてい

る．基底部には赤・赤褐・緑色などの火山岩類の角一亜

円礫からなる，いわゆる雑色礫岩があり，その上位に安

山岩質ないしデーサイト質の結晶凝灰岩・同火山礫凝灰

岩・同凝灰角礫岩・凝灰質砂岩・凝灰質頁岩および赤色

頁岩からなる地層がある．本地域基底の雑色礫岩は関門

層群の基底部にしばしば見られる雑色礫岩に酷似する。

　本地域西部では，多里部落東方と広瀬鉱山南方とに火

山岩層が分布する．多里部落東方のものは古生層を不整

合におおい，流紋岩質結晶凝灰岩を主とし，赤色凝灰質

頁岩をはさむ．広瀬鉱山南方のものは超塩基性岩類と断

層で接し，新第三紀層に不整合におおわれる．その主体

は流紋岩質結晶凝灰岩・同火山礫凝灰岩・同凝灰角礫岩

で，一部に黒色頁岩・凝灰質砂岩をはさむ．

　道後山南方に分布する火山岩層は超塩基性岩類を不整

合におおい，道後山花商閃緑岩に貫かれている（第4

図）・全体としてほぼ水平の累層で，上部層と下部層に区

・分される．下部層は層厚約100mで，安山岩質ないしデ

ーサイト質の火山岩類からなり，凝灰質頁岩・砂岩をと

もなう．上部層は流紋岩質火山岩層からなる．下部層は

本地域北部の火山岩層に，上部層は本地域西部の火山岩

層に酷似する．

　これらの火山岩層の時代は超塩基性岩類の移動後で道

1…難……萎嚢…i欝響1讐，手撒＿、

雛銚

A，Quartz－diorite　showing　central　and　marginal　faciesl

Bg　Finegrained　tu狂；

C，Rhyoliticcrystaltu氏

　第4図　臼亜紀火山岩層に貫入した石英閃緑岩

Sketch　of　the　quartz－diorite　intruding　into　the　Cre－

taceous　volcanic　fbrmation．Qμartz－diorite　dike　in－

truding　into　the　Cretaceous　volcanic　fbrmation，ex－

posedalongtheroad．cutatthewestoftheDogoMt．

後山花闘閃緑岩の貫入前ということしかわからない．し

かし，一部の岩相が関門層群に似ているので，それと同

時代すなわち，上部白亜紀前一中期であると考えられ

る．

　2．5道後山花嵩閃緑岩

　道後山山塊を構成する径約4kmの岩株状岩体で，古

生層・超塩基性岩類および白亜紀火山岩層を貫き，それ

らに対して熱変成作用をおよぼしている。同岩体の主体

は中粒の角閃石黒雲母花南閃緑岩で，一部は閃緑岩また

は石英閃緑岩である．

　花闇閃緑岩の岩相は概して一様で，半自形等粒状をし

めし，主成分鉱物は石英・斜長石・カリ長石・角閃石・

黒雲母であり，副成分鉱物として磁鉄鉱および燐灰石を

ともなう．本岩は一般の花閏岩類に比して磁鉄鉱の含有

量が多く，本岩の風化したものは山砂鉄の原鉱として道

後山山塊の所々で稼行されたことがある．

　閃緑岩ないし石英閃緑岩は岩体南西部に分布する．こ

の岩石は暗灰色ないし黒灰色中粒で斜長石を主とし，か

なりの角閃石・単斜輝石，少量の石英・カリ長石，ごく

少量の磁鉄鉱・燐灰石を含む．斜長石には微粒の不透明

鉱物が析出しており，岩石が暗灰色にみえる原因となっ

ている．本岩石は，超塩基性岩の小岩体をルーフペンダ

ント状に捕獲している．

　道後山花商閃緑岩の時代は今村（1959）および鳥取県

地質図（鳥取県，1966）では後期中生代とされている
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が，岩相・磁鉄鉱の存在などから暁新世一始新世の因美

花嵩岩類（村上，1974）に含めた方がよいと考えられ

る．

　2・6花嵩斑岩
　本地域南部の永金付近に，超塩基性岩と古生層を貫い

て分布する．本岩石は斑状の組織をもち，径1－3mmの

石英・カリ長石・斜長石および黒雲母の斑晶と径0・1－

0・2mmの等粒状の石英とカリ長石とも主とする石基か

ら構成されている．黒雲母は大部分緑泥石化し，長石の

一部も緑泥石・方解石などに変わっている．

　本岩の岩質は多里花南岩・道後山花南閃緑岩などの第

1期逆入岩類（鳥取県，1966）とほぼ同じであり，暁新

世一始新世の貫入と考えられる．

　2．7珊　　岩

　玲岩は古生層・超塩基性岩類および道後山花商閃緑岩

を貫く岩脈として産する．本岩は主として自形斜長石と

角閃石の斑晶およびその間をうめる細粒の長柱状斜長石

とからなる．斑晶角閃石は緑泥石化しており，斑晶斜長

石も方解石・緑泥石・緑レン石などに交代されているこ

とがある．

　2．8新第三紀層

　新第三紀層は本地域西部に，超塩基性岩類と白亜紀火

山岩層をおおって分布する．本層は層厚約40mで，礫岩

・砂岩および泥岩の互層からなる．今村（1959）によっ

て多里層群と命名され，その時代は中期中新世で，備北

層群とほぼ同時代とされている．本層の下部は礫岩と砂

岩が』上部は泥岩が優勢である．基底礫岩はふつう径10

cm以下の花闇岩類・流紋岩類・安山岩類・超塩基性岩

類・黒色頁岩・チャート・砂岩などの礫からなるが，時

に径0・5－1mの巨礫を含むこともある．またクロム鉄鉱

礫もみられる．

　2。9玄武岩
　本岩石は古生層・超塩基性岩・白亜紀火山岩層・道後

山花闘閃緑岩などを貫ぬく岩脈として，小規模であるが

かなり多くみられる．均質・細粒で帯緑茶色をし，方解

石・沸石・緑泥石に充たされた気孔がみられる・径1mm

の自形ないし半自形のオリビン，単斜輝石，斜長石の斑

晶と長さ0・1mmのラス状斜長石，単斜輝石，不透明鉱

物からなる完晶質石基とからなる．斜長石は方解石と曹

長石成分に富む斜長石の集合物に，オリビンはイディン

グサイトに変っている．

　本岩石は岩質から，鮮新世のオリビン普通輝石玄武岩

（、鴇取県，1966）に対比される．

3・超塩基性岩類

　3。1概　　要
　　　　　　　　　　　　　　つのはら本岩類は東から，稲積（番場，1950），角原（神谷・東

元，1971），湯河（神谷・東元，1971），中園東，広瀬一猫

山（番場，1950）の5岩体にわかれて分布している．こ

れらの岩体は古生層または三郡変成岩類と断層で接して

いる．稲積および広瀬一猫山岩体は道後山花商閃緑岩に

貫入され，強い熱変成作用をうけている．

　超塩基性岩類のほとんどは蛇紋岩に変わっている．し

かし塊状・黒色の蛇紋岩には，斜方輝石またはその仮像

が肉眼で認められ，花南閃緑岩体の近くをのぞけば，そ

の原岩を識別できる場合が多い．斜方輝石またはその仮

像の含有量のちがいによる層状構造も観察される（Plate

レ3）．層状構造の一部にはク・ムスピネルの集合層1）と

平行なものも存在する（第5図）・そこで筆者らはこれら

。。。。。o　o。
。
。

。・。。。。o　o
o　　　　o　　　　　o

　　O　　OO
　　　o　oo

o
σ　　　　　　　　　　　◎　ρ　　o
　　ρ　　O　　oO　O　　 o　　o　　o　 O　o
ロ

。σ。q　。。。o
　　o　　　　　o　　　　　o
O　　o　　　o o

　　　　　000　0　ρO　o
　　　　　oo　O　　o　O
　　Oo

2◎cm

團A　□B　国c
A，Serpentinite　derived　from　harzburgite；B，Serpentinite　de－

rived　from　dunitel　C，Serpentinite　derived　from　dunite，in－

cluding　disseminated侃ne－grained　chro血an　spineL

　　　第5図　蛇紋岩中の初生層状構造

Original　lεtyering　in　serpentinite，exposed　at　the

northern　cli仔ofthe　Wakamatsumine．

1）超塩基性岩中の細粒クロムスヒ。ネルの集合した薄層は一般に正マ

グマ期に形成されたと考えられている（山田，1962；番場，1963）．
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の層状構造の多くは初生の層状構造をあらわし，超塩基

性岩形成に関連した火成活動の際に形成されたものと考

えた．しかし，花闘閃緑岩体に近接する蛇紋岩中には，

互いに直交する斜方輝石に富んだ層や脈も観察される。

それゆえ，花闘閃緑岩の貫入によって二次的に形成され

た層状構造も一部には存在するかもしれない。

　野外および顕微鏡観察結果から，本地域の蛇紋岩の主

要な原岩はdunite（ダナイト）とharzburgite（ハルツ、

バージャイト）であると判断された．地質図（第1図）

には可能な限り蛇紋岩体内部を原岩によってあらわして

ある．

　それぞれの蛇紋岩体中には，細粒のハンレイ岩の小貫

入岩体が普遍的に存在する．また，後述するように，ク

ロム鉄鉱床はダナイトを原岩とする蛇紋岩中に胚胎して

いる．

　3．2　広瀬一猫山岩体

　本岩体は南北方向に約12km，東西に1－2kmの細長い

岩体で，本報告では北は若松鉱山から南は永金までの範

囲を扱かう．

　本岩体の北縁部は，古生層の層理面とやや斜交する低

角度の断層で古生層と接している．若松鉱山のボーリン

グ資料により，この境界面は走向N50。W・傾斜20。Sで

あることが確認された．岩体西縁は流紋岩質結晶凝灰岩

と断層で接するが一部は多里層群に不整合におおわれて

いる．岩体東縁は花南閃緑岩に，永金付近では花南斑岩

に貫入されている．貫入面は，花闘閃緑岩では走向N－S，

傾斜600Wで，花闘斑岩では走向NE－SW，傾斜ほぼ垂直

である．また，この蛇紋岩体中には，石英斑岩・玲岩・

花闇閃緑岩・アプライト・玄武岩の岩脈が貫入してい

る．

　本岩体はダナイト・ハルツバージャイトを原岩とする

蛇紋岩からなり，前者の一部はクロム鉄鉱床を胚胎して

いる．原岩の層状構造は，若松鉱山付近で一部ゆるく摺

曲するが，全体として走向E－W，S傾斜である．南にい

くにつれ，より上位の超塩基性岩層が分布している．し

かし原岩の層状構造が乏し。くなり，かつ市揚付近より南

では東西性の破砕帯が発達しているために岩体南部の内

部構造は不明である．本岩体の概念的な柱状図を第6図

にあらわした。細粒ハンレイ岩は上記の層状構造とは無

関係に分布している．

　花闘閃緑岩および花南斑岩の貫入時の温度上昇によ

り，蛇紋岩中には変成鉱物として，オリビン・斜方輝石

　（これらを以後二次オリビン，二次斜方輝石とよぶ）・

直閃石・タルク・透閃石などが生じている．二次斜方輝

石の生成範囲は花商閃緑岩境界面とほぼ平行である

翻闘
囲D

3

9
◎
◎
瞼

A

¶ 2
B

A，Hirose－Nekoyama　mass三B，Inazumi　mass（1，Southeastem

part；2，Central　part33，Northeastem　part）。D，Serpentinite

derived　from　dunitel　H，Serpentinite　derived£rom　harzburgite。

　　　　第6図　超塩基性岩体の柱状図

　　Stratigraphic　column　ofultrabasic　m＆sses，

（ARAI，1975）・二次斜方輝石生成範囲内では蛇紋岩の原

岩を推定することが困難な場合が少なくない．そこで・

二次斜方輝石生成範囲内の原岩は，より外側の蛇紋岩の

野外調査結果から推定した．

　蛇紋岩は，黒色・暗緑色・赤紫色で一部に黄緑色のも

のも存在する．このうち黒色の蛇紋岩は塊状をなし，そ

の原岩を推定できる場合が多い．それを除くと，一般に

蛇紋岩の内部は著しく破砕されている．断層やすべり面

に近い部分には，帯茶暗緑色・脂肪光択のいわゆる油蛇

紋が分布する．

　ダナイト源蛇紋岩：この岩石は岩体の見かけ上，下位

の部分すなわち広瀬・若松両鉱山付近に広く分布する．

また岩体中央部および永金付近にも分布する．本岩石は

均質・黒色でし’ばしば灰白色のタルクがみられる．風化

面はなめらかで径2－3mmのクロムスヒ。ネルのクロット

がみられる．主としてアンチゴライトからなり，鏡下で

は二次オリビン・タルク・緑泥石がみとめられ，磁鉄鉱

のリムをもつ褐色のクロムスピネルをともなっている．

　ハルツバージャイト源蛇紋岩：本岩石は見かけ上，岩

体の中・上部に広くみられる．市場付近には蛇紋岩化の

程度が弱いハルツバージャイトが存在する．このハルツ

バージャイトは径1cmに達する淡褐色の斜方輝石を含
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む．風化面では突出した斜方輝石またはその仮像がみら

れる・初生鉱物として，オリビン・斜方輝石および少量

の単斜輝石・クロムスピネルが認められる。クロムスピ

ネルはダナイト中のものと比べると一般に細粒である．

鏡下では，斜方輝石と共晶したクロムスピネル（Plate

1－4）が時にみられる。クロムスピネルは一般に珪酸塩鉱

物よりも蛇紋岩化作用・熱変成作用の影響を受けにく

い．そのため上記図版のような形のクロムスピネルを原

岩推定のための一資料とした．熱変成作用を受けるとダ

ナイト源蛇紋岩よりも本岩石の方が二次斜方輝石が形成

されやすく，初生の斜方輝石の仮像中に二次斜方輝石が

放射状に生じている例がみられる．

　3・3稲穫岩体
本岩体は稲積山（1，143m）を中心にNE－SW方向に長

径約3km，短径約1kmのダ円状に分布している．岩体

の北西側の弱変成古生層との間には，古生層の構造と調

和的なすべり面が存在する．本岩体の東部は白亜紀火山

岩層に不整合におおわれ，南部は花嵐閃緑岩に貫かれて

いる．花闘閃緑岩から約250m以内の蛇紋岩中には，熱

変成作用により二次斜方輝石が生じている，

本岩体は，広瀬一猫山岩体と同様に，蛇紋岩からなリ

クロム鉄鉱床をともなう．蛇紋岩の原岩はダナイト・ハ

ルツバージャイトで，これらの岩石は走向NE－SWにの

びる層状構造をなす．この層状構造の傾斜角を，岩体底

面の傾斜角と一致していると仮定し，稲積岩体の厚さを

求めた（第6図）・図から明らかなように，本岩体の各岩

石層の厚さと広瀬一猫山岩体の下部のそれらとの厚さは

ほぼ一致する．さらに，両岩体の構造も類似しているの

で，これら2つの岩体は本来連続していたものと思われ

る．

　3・4　中園東岩体

　本岩体は今回の調査で初めてその分布がみいだされ

た．この岩体は古生層中のNE－SW方向の破砕帯に沿っ

て分布しており，その規模は走向方向にL　l　kmで最大

幅450mである．本岩体と接する古生層はわずかに破砕

されているが，熱変成作用は認められない．

　本岩体は蛇紋岩からなり，細粒のハンレイ岩の小貫入

岩体をともなう．塊状の蛇紋岩でもその内部は著しく破

砕されている．しかしその一部には斜方輝石の仮像が認

められる．そこで本岩体を構成する蛇紋岩は大部分ハル

ツバージャイトから変わったものと思われる・蛇紋岩は，

アンチゴライト・バスタイトからなり，炭酸塩鉱物をと

もなう。磁鉄鉱リムをもつクロムスピネルも存在する．

　3。5湯河岩体
　本岩体は古生層の背斜軸付近のNE－SW性の破砕帯に

沿って分布している．露出規模は走向方向にL3km，最

大幅250mである．

本岩体は蛇紋岩からなり，それに貫入した細粒ハンレ

イ岩をともなう．蛇紋岩は著しく破砕されており，その

原岩は不明である．蛇紋岩は主にアンゴライトとタルク

からなり，磁鉄鉱をともない，まれにクロムスピネルも

みられる．

3・6角原岩体
本岩体は三郡変成岩類と古生層とを画するE－W性の

断層破砕帯に沿って，レンズ状に分布する．岩体の規模

は，走向方向にL5km，最大幅150mである．

本岩体も上記小岩体と同様に，原岩不明の蛇紋岩から

なり，それに貫入した細粒ハンレイ岩をともなう．蛇紋

岩は主にアンチゴライトとタルクからなり，緑泥石と磁

鉄鉱をともなう．まれに磁鉄鉱に包まれたクロムスピネ

ルもみられる。

4・　クロム鉄鉱床

つぎに，クロム鉄鉱床の賦存状態と超苦鉄質岩体の内

部構造との関係にっいて述べる．

　クロム鉄鉱鉱体は，広瀬一猫山岩体の北部および稲積

岩体中に，小規模ながら多数分布している．これらの鉱

体はすべてダナイトを原岩とする蛇紋岩中に賦存してい

る．

4・1広瀬一猫山岩体中のクロム鉄鉱床

本岩体北部に分布する鉱体の水平投影図および断面図

を第7図にあらわした．本岩体の代表的なクロム鉄鉱床

には，若松7号鉱体・広瀬西鉱体群・広瀬東鉱体群があ

る．

若松7号鉱体：本鉱体は厚さ30m，幅80m，長さ190

mの板カマボコ状の鉱体で，走向E－W，傾斜は，上・中

部では400S，下部では緩傾斜となる．鉱体全体としては

300の落しでSW方向にのびている．従来この鉱体の一

部が稼行された段階では，走向N－S，傾斜Wとされてい

たが（番場，1950；北原，1958），筆者らは坑内平面図にあ

らわされた鉱体ののびの方向（走向）と，その走向と直

交する断面図上に投影された鉱体の傾斜から上記の値を

得た．7号鉱体から30－100m離れた東側の走向線上に若

松8号鉱体が分布する．これらの鉱体は，広瀬一猫山岩

体の最下位層であるダナイト層中の最上位付近に胚胎し

ている．

広瀬西鉱体群：本鉱体群は広瀬本鉱体，六七坑鉱体お

よび数個の鉱体群からなる．かつて盛大に稼行されたこ

れらの鉱体群は西部上盤鉱床群とよばれ，ダナイト層上

部の厚さ約40mのゾーン内に胚胎している．このうち広’
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G，Chromite　ore－body　prolected　horizontally3D，Serpentinite　derived　from　dunite＝H，Serpentinite　derived　from　harzburgite・1，No・7

0rebody　ofWakamatsu　minel2，Wes†em　orebodies　ofHirose　minel3，Easfem　orebodierofHirose　mine，

　　　　　　　　　　　第7図　広瀬一猫山超塩基性岩体北部の鉱体の分布

　　　　　Distribution　of　ore－deposits　and．serpentinites　derived　f士om　dunite　and　harzburgite

　　　　　in　the　northem　p乱rt　of　the　Hirose－Nekoyama　ultrabasic　mass。

瀬本鉱体が最大規模を有する．この鉱体は長径の走向方

向がNW－SEで傾斜300Sであるが，鉱体の南部では走

向E－W，S傾斜にかわる．本鉱体群の100－150m下位に

は西部下盤鉱床群とよばれる鉱体群がみつかっている．

　広瀬東鉱体群：本鉱体群は三四東鉱体，大切新鉱体な

ど数個の鉱体からなり，東部上盤鉱床群とよばれてい

る．一般走向はNE－SWで，40。SEに傾斜している・鉱

体群周囲の蛇紋岩中には花闘閃緑岩の熱変成作用によ

り，二次斜方輝石が生じている．このため鉱体周囲の岩

石の原岩は不明であるが，東鉱体群は西鉱体群のすぐ東

側走向延長上にあるので，その原岩は西鉱床群の場合と

同様ダナイトであると思われる．上盤鉱床群の集中する

ゾーンから約100m下位には東部下盤鉱床群とよばれる

鉱体群が分布している、東・西の鉱体群の上盤および下

盤鉱床群は，それぞれ同一の層準に位置していると思わ

れる．

　4。2　稲積岩体中のクロム鉄鉱床

　本岩体中には，大江・目野上・稲積の各鉱体群が知ら

れている（第8図）・これらの鉱体群のほとんどすべて

は，蛇紋岩の原岩層の対比から，広瀬鉱山の上盤・下盤

鉱床群と層準が同じであると考えられる．稲積岩体中の

鉱体群のうち目野上鉱体群が最も盛大に稼行された．な

かでも稲積坑鉱体の規模が最大である．この鉱体は長径

の方向がN600Eで，50。Eの傾斜をもち，傾斜延長は

160mに達している．

69一（69）



地質調査所月報（第29巻第1号）

1
頓餓

購

　　盆艶臓
　欝㍊
喝晦　　郡

　　の鉱体はほぼ同一層準に位置する．

　　　（3）したがって，クロム鉄鉱床は本質的にはダナイト・

　　ハルツバージャイト累層生成時に形成されたと結論され
1G（）

　　る．

△

闘麟

鷲瀞
3翻

蓼

避

醜

総網

鍵
調

團
目
圃

99◎

憩

’
C

D

　　　謝辞　若松鉱山木村喜造前所長・絹谷計男鉱務課長・

ら㊥　山根俊夫氏，広瀬鉱山原田保所長・住田一郎鉱務課長，

　　日南町役場木下包男・河村博文氏には，野外調査に際し

　　て種々の便宜をいただいた．当所橋本尚幸・宮沢芳紀・

　　川野辰男・茅山芳夫氏には航測地形図を，大野正一・村

　　上正・安部正治・藤本アヤ子氏には計200枚の岩石薄片

　　を作成いただいた・以上の方々に心からお札申しあげる・

ボ

500m

H

1，0e　orebodlesl2，Hinokami　orebodies；3，Inazumi　orebodies．

　　　第8図　稲積超塩基性岩体の鉱体の分布
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Plate　l

1．　古生層砂岩の級化構造

　　　　Graded　structure　ofPaleozoic　sandstone，exposed　at　the　middle　ofthe　Wakamatsu　river．

2，　蛇紋岩中の粉岩岩脈（P）

　　　　Porphyrite　dike（P）in　serpentinite，exposed　at　the　eastern　slope　near　the　W＆kamatsu　mine．

3．　蛇紋岩中の層状構造

　　　　Layered　structure　in　serpentinites　derived　from　dunite（D）and．harzburgite（H：），exposed　at　the

　　　　entrance　ofthe　Minami－gogo　tunnel　ofthe　W＆kamatsu　mine。

4。　斜方輝石と共晶したクロムスヒ。ネル（Sp）

　　　　Photomicrograph　of　harzburgite，showing　chromian　spinel（Sp）coprecipitated　with　orthopyroxene

　　　　（En）。Specimen　no．，TR－145，collected　near　Ichiba　village。
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